
1 １２歳の時に自宅で被爆した笠岡さんから被爆体験の講話があり、原
　爆の恐ろしさを改めて感じました。
23全国から小・中学生や高校生が集まり、グループディスカッショ
　ンを開催。「あなたにとっての平和とは」「なぜ核兵器があるのか」
　をテーマに、自分たちはどんなことができるのかなどを話し合いました。

7

4原爆で亡くなった子どもたちの霊を慰め、世界に平和を呼び
　掛けるために建立された「原爆の子の像」に折り鶴をささげました。
5広島平和記念資料館を見学。原爆の恐ろしさを伝える被爆資   
　料や遺品などの数々に、心が痛みました。
6平和記念式典では、世界99カ国の参加者と共に、平和への誓
　いを新たにしました。
7核兵器の凄惨な被害を物語る原爆ドームを見学しました。
89�「平和祈念のつどい」では、中学生による研修報告と、前
　広丘公民館長の三澤深さんによる市内に残る戦争に関する施設
　などについての講演が行われました。

９
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中
学
生
12
人
が
広
島
で
平
和
学
習

　
本
市
で
は
、
平
和
で
明
る
く
住
み
よ
い

郷
土
の
発
展
を
願
い
、
昭
和
60
年
に
「
平

和
都
市
推
進
の
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
平
成
６
年
度
か
ら
「
広

島
平
和
教
育
研
修
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
市
内
中
学
校
の
生
徒
が
、

原
爆
被
害
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
に
つ

い
て
学
び
、
８
月
６
日
に
広
島
市
で
開
催

さ
れ
る
平
和
記
念
式
典
に
参
加
す
る
も
の

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
４
年
ぶ
り
と
な
る
今
回
の
研
修
で
は
、

参
加
し
た
中
学
生
が
、
平
和
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
や
、
戦
争
・
核
兵
器
の
悲
惨

さ
を
ど
の
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
か

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
る
　
　
　
　

「
平
和
祈
念
の
つ
ど
い
」

　
戦
後
78
年
が
経
過
し
、
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
が
大
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
広
島
を
訪
れ
、
被
爆
者
の
講
演

や
資
料
館
の
見
学
な
ど
を
通
じ
て
、
平
和

の
尊
さ
や
、
戦
争
・
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を

感
じ
た
生
徒
た
ち
が
、
８
月
12
日
㈯
に
市

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
平
和

祈
念
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
平
和
へ
の

思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
広
丘

公
民
館
長
の
三
澤
深
さ
ん
か
ら
「
大
陸
の

花
嫁
と
石
の
鐘
の
物
語
」
と
題
し
て
平
和

祈
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
世
に
伝
え
る

　
　
　
　

平
和
へ
の
思
い

８
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
に
、
市
内
の
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
広
島
平
和
教
育
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
研
修
の
様
子
と
参
加
し
た
生
徒
の
平
和
へ
の
思
い
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問 
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人
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課
行
政
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０
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内
線
１
３
１
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広
島
平
和
教
育
研
修
の
報
告

■ 8月５日㈯
　○中・高校生ピースクラブ
　　の皆さんによる原爆被害
　　の説明と原爆被爆者によ
　　る被爆体験講話
　○原爆の子の像へ折り鶴の
　　奉納
　○広島平和記念資料館の見学
■ 8月６日㈰
　○平和記念式典に参加
　○平和記念公園と原爆ドーム
　　の見学

主な研修日程
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広島平和教育研修に参加した12人の中学生の皆さんが研修を通して感じた思いを紹介します。

研修に参加した中学生が語る 平和への思い
丘中学校

　２日間の研修を通して、平
和とは争わないことではなく
一人ひとりが、この世界に生
きていると実感できることだ
と思いました。この世界を平
和にするためには核兵器の廃
絶が必要不可欠です。身の回
りの人に核兵器がいかに恐ろ
しいかを伝えていきたいです。

服部　周
あまね
音さん

　原爆の悲惨さを知るため、
資料館で写真や絵、実物の資
料を見学しました。展示され
た資料などは本当に目を背け
たくなるものでしたが、現実
を目に焼き付けようと必死で
した。被爆者の人に「もう二
度と戦争はしないからね」と
伝えたいです。

赤津　萌
も え
恵さん

塩尻中学校

　平和記念式典に参加し、核
兵器の廃絶、世界恒久平和が
実現されるべきだと改めて思
いました。平和の尊さ、大切
さを改めて実感し、自分たち
には平和のためにどんなこと
ができるのか、これから生き
ていく上でどんなことが大切
なのか考えていこうと思います。

白木　里
り お
桜さん

　資料館などの見学や平和記
念式典に参加したこの研修で、
原爆の悲惨さ、平和の尊さを
再度深く、細かく感じること
ができました。研修で学んだ
ことを他の人に伝えていき、
自分でできることがあるんだ、
ということを日々思いながら
生活していきたいと思います。

林　泰
たいせい
生さん

塩尻西部中学校

　ヒロシマ青少年平和の集い
では、核兵器について考えの
違う人と話し合う貴重な機会
があり、学びにつながりまし
た。研修で、私たちの幸せな
毎日のありがたさを改めて実
感しました。私たちが感じた
ことや考えたことなどをこれ
からも発信していきます。

北原　ひなたさん

　研修で「これからの未来は
若者にかかっている」という
言葉を多く聞き、使命のよう
なものを感じました。核兵器
や戦争のない平和な未来を実
現するために、今私にできる
ことは、原爆の悲劇を周りの
人に伝えることです。平和な
世界の実現を願っています。

ダンバー　英
えいみ
美さん

広陵中学校

　衣食住が整った毎日のあり
がたさや、78年前に多くの人
の命と当たり前の毎日が奪わ
れたこと、この悲劇を二度と
起こしてはいけないという強
い思いを感じました。私も平
和な未来を作る一員だと自覚
し、周りの人々と一緒に平和
の尊さを考え続けていきます。

前村　陽
ようたろう
太郎さん

　この研修で、平和とは、武
力で争わずみんなが公平に話
し合って問題を解決できるこ
とだと考えました。僕たちに
できることは、核兵器廃絶と
恒久平和のため団結し、行動
していくことです。これから
を生きる僕たちは、その役目
を担い、前に進んでいきます。

横山　青
そ ら
空さん

　研修を通して原爆の恐ろし
さだけでなく、平和の大切さ
を学びました。後世に原爆の
恐ろしさや平和の大切さを語
り継いでいきたいと思いまし
た。「原爆ドーム」はただの
観光地ではなく、「原爆や戦争
について考えさせる観光地」
であってほしいと思います。

古畑　智
ち さ き
紗姫さん

楢川小中学校

　被爆を経験されたお話を聞
いて、想像していた以上に悲
惨なものだったと気付きまし
た。僕たちに核兵器をなくす
ことはできませんが、落とさ
せないように訴えることはで
きると思います。二度と同じ
悲劇が生まれないようにこれ
からの社会を生きていきます。

三輪　空
く う り
宇里さん

両小野中学校

　被爆の体験のお話を聞いた
時は、とても悲しい内容に心
が締め付けられ、「もう二度
とこのようなことを起こして
はならない」と改めて強く感
じました。今回の研修は、こ
れからの日本や世界の平和に
ついての意見を持つきっかけ
となる貴重な経験でした。

吉村　蒼
そうすけ
祐さん

　戦争・被爆体験の語り部は
高齢化が進み、生の声を聴く
機会は年々減少傾向にありま
す。若い世代が継承すること
は難しいですが、とても重要
だと思いました。将来の平和
を背負っているのは私たちで
す。この研修で得た知識を多
くの皆さんに伝えていきます。

東原　侑
ゆうき
希さん
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